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特定非営利活動法人 ASP・SaaS・クラウドコンソーシアム（略称：ASPIC、東京都品川区西五反

田、会長：河合輝欣）では、データセンターが社会インフラの一つとして位置づけられるようになっ

ている今日、今後の広域大災害等への対応に備え、データセンター事業者が連携を進めるに際して、

その必要性や必要となる検討事項などを示すことを目的として「データセンター事業者連携ガイド 
～広域災害への対策～」を策定しました。 
 
データセンターは今や重要な社会インフラとして位置づけられており、今後、起こりうる広域大規

模災害を想定する場合、その地理的リスクに対応した検討が必要となっています。特に特定の地域で

のみ活動するデータセンター事業者においては、異なる地域にあるデータセンター事業者と連携する

ことによる対応が求められるようになってきています。ASPIC では、このような背景を踏まえ、

「ASP・SaaS データセンター促進協議会（注）（会長：村井 純慶應義塾大学環境情報学部長、教授）」

内に設置した「クラウドコンピューティング・国際戦略委員会（委員長：中島 洋㈱MM 総研代表

取締役所長）」において、オブザーバーである総務省の参画を得て検討した議論を基に本ガイドを策

定しました。 
 
本ガイドは、データセンター事業者のみならず、データセンターを利用するエンドユーザーや

ASP･SaaS 事業者などにおいても、本書の内容を理解して頂くことで、広域大規模災害に備えたデ

ータセンターの選択の一助となることも期待されます。 
 
なお、「ASP・SaaS データセンター促進協議会の体制と過去の活動テーマ」、及び「ASP・SaaS・

クラウド関連のガイドライン・指針の策定状況」を別紙に示します。 
 
（注）総務省報道発表資料（「データセンターの安全・信頼性に係る情報開示指針」の公表及び ASPIC「ASP・SaaS 

データセンター促進協議会」の設立について（平成 21 年 2 月 26 日））より抜粋 

 

 
 
 
 
記 

 

１．公表するガイド 

「データセンター事業者連携ガイド ～広域大規模災害への対策～」 

 ２．ガイドの取得方法 

ＡＳＰＩＣガイドラインに関する Web ページ

(http://www.aspicjapan.org/information/guideline/index.html)から取得できます。 

３．お問い合せ先 

   特定非営利活動法人 ASP・SaaS・クラウドコンソーシアム（ASPIC） 

ASP・SaaS データセンター促進協議会事務局 山本・安達まで 

〒141-0031 東京都品川区西五反田 7-3-1 たつみビル 2Ｆ  

TEL：03-6662-6591   e-mail:office@aspicjapan.org 

「データセンター事業者連携ガイド ～広域大規模災害への対策～」の公表 

２.今後の予定 

総務省としては、今回設立された「ASP・SaaS データセンター促進協議会」と連携しつつ、「ASP・SaaS 普及促進協議会」の場等

を通じて、今後も 適宜本指針の見直しを行うとともに、データセンターに関する課題対応のための政策立案を進めていく予定です。
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（参考）ASP・SaaS データセンター促進協議会 体制と活動テーマ 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

 
 

ASP・SaaS データセンター促進協議会 
会 長：村井 純（慶應義塾大学 環境情報学部教授） 

副会長：中島 洋（国際大学ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ教授、 

㈱MM 総研代表取締役所長） 

副会長：篠原弘道（日本電信電話㈱ 常務取締役 研究企画部門長） 

                    ※氏名・役職は、H24 年度協議会総会時点 

データセンター情報開示委員会 
委員長：阪田 史郎 

（千葉大学大学院教授） 

クラウドコンピューティング 
国際戦略委員会 

委員長：中島 洋 
（協議会 副会長） 

活動テーマ（H23 年度～24 年度） 

1. データセンター情報開示認定制度及び IaaS・

PaaS 情報開示認定制度の立ち上げと推進 

2. データセンターの安全・信頼性に係る情報開

示項目の追加等見直し 

3. データセンターの環境対策等の検討 

 等 

活動テーマ（H23 年度～24 年度） 

1. データセンターのサービス継続力のあり方 

2. 国際競争力強化のための支援策等の検討 

3. 地方型・中小規模型データセンターの活用支援

策の検討 

等 

活動テーマ（H22 年度） 

1. 安全・信頼性の点からみたクラウドサービス

の実態と課題の分析 

2. クラウドサービスの安全・信頼性の向上に資

する情報開示項目の検討資する情報開示項目

の検討 

3. データセンターの省エネへの取組みとエネル

ギー効率指標に関する検討 

等 

活動テーマ（H22 年度） 

1. 日本のクラウド型サービスの具体的な海外展

開モデルの検討 

 

2. 地方公共団体のデータセンター誘致施策一覧

Web の作成 

等 

活動テーマ（H21 年度） 

1. データセンターの安全性・信頼性に係る 

情報開示認定制度の検討 

2. データセンターの CO2 削減等の環境対応指

針の論点整理 

3. データセンター利用ガイドの作成 

等 

活動テーマ（H21 年度） 

1. データ安全保障の観点からの利用促進策の検

討 

2. データセンター（PaaS を含む）の利用促進策

の検討 

3. 国際競争力強化施策の検討 

等 



 

AASSPP・・SSaaaaSS・・ククララウウドド関関連連ののガガイイドドラライインン・・指指針針のの策策定定状状況況 

 
 


